
名
、
門
徒
推
進
員
よ
り
二
名
の
総
計
二
十
四
名
。
二
十
四
名
の
中
か
ら
護

持
会
会
長
、
副
会
長
三
名
、
幹
事
二
名
、
会
計
二
名
、
監
査
二
名
、
事
務

平
成
二
十
五
年
の
光
山
寺
前
期
行
事
予
定
の
一
覧
で
す
。

局
三
名
を
運
営
役
員
と
し
住
職
を
相
談
員
と
し
て
お
り
ま
す
。

万
障
繰
り
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
ボ
ラ
ン
デ
ィ
ア
に
参
加
し
て
■

★
萩
組
・
光
山
寺
法
要
関
連

山
口
教
区
の
ビ
ハ
ー
ラ
山
口
が
企
画
す

一
月

八
日
（
火
曜
）
午
前
十
一
時
半

最
勝
講
（
玉
江
地
区
）

る
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ

一
月
二
三
日
（
水
曜
）
午
後
七
時

萩
組
連
続
研
修
（
光
楽
寺
）

昨
年
十
一
月
二
十
五
日
光
山
寺
護
持
会
が
発
足
し
、
第
一
回
の
発

ア
に
参
加
さ
れ
た
門
徒
推
進
員
の
岸
八
重

二
月

三
日
（
日
曜
）
午
後
七
時
半

門
徒
推
進
員
連
絡
協
議
会
（
同
上
）

足
役
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
光
山
寺
の
今
後
の
護
持
に
つ
い
て
、

子
さ
ん
よ
り
ご
報
告
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

三
月
一
六
日
（
土
曜
）
午
後
七
時

萩
組
連
続
研
修
（
明
光
寺
）

護
持
会
会
長
に
就
任
さ
れ
た
光
山
寺
責
任
総
代
の
堀
誠
一
さ
ん
よ
り

「
私
は
一
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
の
四
ヶ

五
月
一
・
二
日
（
日
・
月
曜
）

春
季
永
代
経
法
要
（
講
師
、
中
島
昭
念
師
）

ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た

月
後
に
、
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
の
仲
間
と
被
災

七
月
一
八
日
（
木
曜
）
～
三
一
日
（
水
曜
）
本
山
安
居
に
若
院
出
講

「
一
昨
年
（
平
成
二
十
三
年
）
よ
り
、
光
山
寺
の
護
持
に
つ
い
て
、
今
後
五
十

地
ボ
ラ
ン
デ
ィ
ア
に
参
り
ま
し
た
。
（
仙
台

★
子
供
会
（
日
曜
学
校
）

関
連

年
後
を
見
据
え
た
時
に
、
寺
院
護
持
運
営
が
厳
し
く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、

別
院
内
東
北
教
区
ボ
ラ
ン
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

一
月
一
四
日
（
月
曜
）
午
前
十
一
時

子
供
報
恩
講

ま
た
、
建
物
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
も
ご
門
徒
へ
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る

ー
）
今
回
で
二
度
目
と
な
り
ま
し
た
。

以
降
、
二
月
一
六
日
（
土
曜
）・
三
月
十
六
日
（
土
曜
）

上
か
ら
、
年
会
費
等
の
徴
収
問
題
を
含
め
た
検
討
会
議
を
門
徒
総
代
会
（
堀
誠

前
回
の
訪
問
で
は
、
仮
説
ハ
ウ
ス
の
茶

四
月
二
〇
日
（
土
曜
）・
五
月
一
八
日
（
土
曜
）

一
総
代
会
会
長
）
を
は
じ
め
仏
教
壮
年
会
（
西
島
孝
一
会
長
）・
仏
教
婦
人
会
（

話
会
の
手
伝
い
で
し
た
。
被
災
当
時
の
生

午
前
九
時
よ
り
開
催

河
村
一
江
会
長
）
の
三
教
化
団
体
役
員
と
門
徒
推
進
員
を
交
え
て
進
め
て
ま
い

々
し
い
体
験
や
、
建
設
直
後
の
仮
説
ハ
ウ

★
仏
教
青
年
会

関
連

り
ま
し
た
。

ス
の
不
便
さ
、
今
ま
で
の
生
活
基
盤
が
「

一
月
一
四
日
（
月
曜
）
午
前
十
一
時

子
供
報
恩
講
と
同
時
開

そ
の
結
果
、
当
面
は
年
会
費
な
ど
の
徴
収
は
行
わ
ず
『
聴
聞
の
充
実
を
中
心

無
」
に
な
っ
た
悔
し
や
、
無
念
さ
、
今
後

★
仏
教
壮
年
会

関
連

と
し
た
教
化
活
動
に
重
点
を
お
い
た
取
り
組
み
に
専
念
』
す
る
こ
と
と
し
、
十

の
不
安
な
ど
を
傾
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

五
月

下
旬

午
後
七
時
半

光
山
寺
仏
教
壮
年
会
総
会

一
月
二
十
五
日
に
「
慈
珠
山
光
山
寺
護
持
会
（
会
長

堀
誠
一
総
代
会
会
長
）」

し
た
。

六
月

未
定
（
日
曜
）
午
後
三
時

光
山
寺
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
正
式
に
発
足
致
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
写
真
洗
浄
な
ど
の
〃
お
も
い

★
仏
教
婦
人
会

関
連

寺
院
は
ご
門
徒
全
員
の
も
の
で
す
。
護
持
会
発
足
に
あ
た
り
、
発
足
役
員
会

で
か
え
る
〃
作
業
所
の
手
伝
い
で
、
砂
に

二
月
下
旬
・
四
月
中
旬

光
山
寺
仏
教
婦
人
会
常
任
委
員
会
・
全
役
員
会

に
お
い
て
ご
門
徒
の
方
々
が
お
寺
に
お
参
り
し
易
く
な
る
よ
う
に
、
光
山
寺
護

ま
み
れ
た
パ
ソ
コ
ン
の
清
掃
や
、
塩
泥
に
汚
れ
た
名
刺
を
一
枚
一
枚
バ
タ
ー

五
月
一
九
日
（
日
曜
）
午
前
九
時
半

光
山
寺
初
参
式

持
・
教
化
活
動
を
充
実
し
て
行
く
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
し
ま
し
た
。

ナ
イ
フ
で
そ
ぎ
落
と
し
、
濡
布
で
拭
き
乾
か
し
て
整
理
を
し
ま
し
た
。

★
親
鸞
聖
人
讃
仰
会
（
登
録
制
・
要
年
会
費
二
千
円
）

既
に
、
報
恩
講
法
要
に
て
発
足
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
し
た
が
、
広
く

そ
こ
に
は
当
初
、
役
に
立
つ
、
立
た
な
い
の
価
値
観
で
収
集
品
を
見
て
い

四
月
二
二
日
（
月
曜
、
午
後
八
時
）、
六
月
一
七
日
（
月
曜
）

ご
門
徒
の
皆
様
に
周
知
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

合
掌
」
る
自
分
が
い
ま
し
た
。
仙
台
だ
け
で
、
九
百

以
降
、
隔
月
原
則
第
三
月
曜
日
午
後
八
時
庫
裡
に
て
開
催
。
十
月
ま
で
。

以
下
、
会
則
一
部
抜
粋
。

人
も
の
犠
牲
者
が
で
た
こ
と
を
思
う
時
、
遺

★
礼
讃
の
夕
べ
（
旧
、
正
信
偈
唱
和
会
、
一
般
参
加
可
・
無
料
）

〇
会
則
の
概
要

品
は
失
わ
れ
た
大
切
な
思
い
出
の
品
の
一
つ

五
月
一
一
日
（
土
曜
）
午
後
八
時

光
山
寺
本
堂

・
目
的
は
「
光
山
寺
門
信
徒
の
教
化
育
成
を
主
と
し
、
ご
本
尊
並
び
に
建
物
、

か
も
知
れ
な
い
と
気
付
き
ま
し
た
。

六
月

八
日
（
土
曜
）
午
後
八
時

光
山
寺
本
堂

境
内
地
、
墓
地
等
を
維
持
管
理
し
、
光
山
寺
の
護
持
発
展
に
努
め
る
」
と
し

地
元
や
他
県
の
人
と
一
緒
に
、
手
伝
い
さ

七
月

六
日
（
土
曜
）
午
後
八
時

光
山
寺
本
堂

て
い
ま
す
。

せ
て
い
た
だ
き
、
長
時
間
を
要
す
る
復
興
に

以
後
、
毎
月
第
二
土
曜
午
後
八
時
開
催
。
十
月
ま
で
六
回
開
催
。

・
会
員
は
「
光
山
寺
の
全
門
徒
及
び
信
徒
で
組
織
す
る
」
と
し
、
そ
の
他
「
役

向
け
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
被
災
者
の
皆
さ

★
雅
楽
練
習
会

員
」「
事
業
及
び
事
業
計
画
」「
会
計
」
並
び
に
「
会
計
年
度
」
な
ど
を
決
定
。

ん
に
寄
り
添
う
気
持
決
し
て
忘
れ
て
は
い
け

一
月
二
八
日
（
日
）・
三
月
十
七
日
（
日
）

〇
護
持
会
役
員
構
成
な
ど

い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
度
の
ご
縁
を
い
た

原
則
日
曜
午
後
７
時
半
。
不
定
期
開
催
。

お
寺
よ
り
住
職
、
若
院
、
坊
守
、
若
坊
守
の
四
名
、
総
代
会
よ
り
会
長
以
下

だ
い
た
事
、
ご
一
緒
の
お
仲
間
、
御
同
朋
と

七
名
、
仏
教
壮
年
会
よ
り
会
長
以
下
六
名
、
仏
教
婦
人
会
よ
り
会
長
以
下
五

喜
び
、
感
謝
と
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。」

※
コ
ー
ラ
ス
の
日
程
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
六
時
十
分
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■
仏
教
壮
年
会
研
修
・
忘
年
会
■

■
親
鸞
聖
人
鑚
仰
会
会
員
募
集
！
■

私
達
の
正
依
の
経
典
「
大
無
量
寿
経
」
の
真
実
の
こ
と
ば
が
、
聞
こ
え
て
ま
い
り
ま
す
。「

愛
す
る
も
の
は
別
れ
、
栄
え
る

光
山
寺
仏
教
壮
年
会
（
会
長
、
西
島
孝
一
）
で
は
文
化
部
（
野
村
謙
次
部
長
）
の
研
修
並

親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
鑚
仰
し
、
同
朋
と
し
て
の
親
睦
を
深
め
る
事
を
目
も
の
は
や
が
て
ほ
ろ
び
る
。
真
に
楽
し
む
べ
き
も
の
は
、
な
に
ひ
と
つ
も
な
い
…
…
。
人
は
こ
の
世
の
愛
欲
の
き
ず
な
に
つ
な

び
に
忘
年
会
を
十
二
月
二
十
二
日
（
土
）
午
後
六
時
よ
り
光
山
寺
本
堂
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
的
と
し
た
「
親
鸞
聖
人
鑚
仰
会
」
を
今
年
も
四
月
二
十
二
日
よ
り
ス
タ
ー
ト
が
れ
て
生
き
て
い
る
が
、
独
り
生
ま
れ
、
独
り
死
に
、
独
り
来
て
、
独
り
去
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
人
そ
れ
ぞ
れ
の
行
い
に

今
年
度
は
講
師
に
萩
博
物
館
学
芸
員
、
道
迫
真
吾
氏
を
お
迎
え
し
て
、「
没
後
百
年
記
念
、

し
ま
す
の
で
、
新
規
会
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
ご
門
徒
に
限
ら
ず
、
年
齢
よ
っ
て
苦
楽
の
境
界
に
す
む
身
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
は
自
分
自
身
が
そ
の
責
任
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
誰
も
こ
れ

楫
取
素
彦
と
吉
田
松
陰
」
と
題
し
て
講
演
い
た
だ
い
た
。
楫
取
は
吉
田
松
陰
の
義
弟
で
、
松

・
男
女
を
一
切
問
わ
ず
広
く
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
仰
ぐ
方
々
の
集
ま
り
で
に
代
わ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。」
と
い
う
こ
と
ば
で
あ
り
ま
す
。

陰
没
後
は
後
継
者
と
し
て
松
下
村
塾
の
指
導
に
あ
た
っ
た
。
素
彦
は
、
幕
末
の
動
乱
期
に
は
、
す
。
年
会
費
は
二
千
円
で
二
ヶ
月
に
一
回
の
開
催
。
西
本
願
寺
の
「
季
刊
せ

◆
寿
名
位
貨
に
執
着
し

十
三
代
萩
藩
主
毛
利
敬
親
の
側
近
に
登
用
さ
れ
、
藩
内
で
は
木
戸
孝
允
や
宍
戸
た
ま
き
、
藩

い
て
ん
」
を
中
心
に
学
習
し
ま
す
。
浄
土
真
宗
聖
典
註
釈
版
が
必
要
と
な
り

ま
こ
と
に
、
人
間
の
い
つ
わ
ら
ざ
る
姿
で
あ
り
ま
す
。
人
は
何
を
幸
せ
と
思
い
、
何
を
求
め
続
け
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

外
で
は
坂
本
龍
馬
・
西
郷
隆
盛
ら
と
協
力
し
、
倒
幕
に
活
躍
し
た
。
明
治
維
新
後
は
、
群
馬

ま
す
が
、
お
持
ち
で
な
い
方
は
申
し
出
く
だ
さ
い
。
偶
数
月
第
三
月
曜
日
午
東
洋
の
幸
福
論
を
歴
史
の
上
か
ら
な
が
め
て
み
ま
す
と
、
次
の
こ
と
が
現
わ
れ
て
き
ま
す
。
長
生
き
を
し
子
孫
が
繁
栄
す
る
こ

県
の
初
代
県
令
と
し
て
産
業
や
教
育
の
振
興
に
顕
著
な
功
績
を
残
し
、
名
県
令
と
称
え
ら
れ

後
八
時
開
催
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
申
込
み
に
つ
い
と
、
名
誉
や
地
位
に
恵
ま
れ
る
こ
と
、
財
産
が
豊
か
に
な
る
こ
と
、
－
つ
ま
り
寿
名
位
貨
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
人
間
の

た
。
今
回
は
特
に
奥
様
の
寿
子
さ
ん
（
松
陰
先
生
妹
）
が

て
は
別
紙
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

歴
史
は
、
こ
の
寿
名
位
貨
に
執
着
し
、
こ
れ
が
実
現
す
る
こ
と
を
願
い
、
追
い
続
け
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し

前
橋
で
清
光
寺
と
い
う
浄
土
真
宗
寺
院
を
建
立
さ
れ
た
話

■
法
話
「
さ
び
し
い
命
を
嘆
く
」
■

て
、
一
時
的
に
は
、
は
な
や
か
な
人
生
と
有
頂
天
に
な
っ
た
と
き
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

し
な
ど
も
聞
く
事
が
で
き
、
松
陰
先
生
の
ご
家
族
が
熱
心

宮
内
憲
昌

（
益
田
市
教
西
寺
住
職
）

人
生
楽
し
も
あ
り
、
生
き
甲
斐
を
感
じ
た
こ
と
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
数
十
年
と
執
着
し
て
い
た
も
の
は
、
限
り

な
念
仏
者
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
で
き
た
。

本
願
寺
新
報
（
昭
和
六
十
年
一
月
一
〇
日
号
）
掲
載
あ
る
世
界
で
あ
っ
た
と
明
ら
か
に
な
る
こ
と
、
ま
た
、
は
っ
き
り
す
る
こ
と
が
信
心
で
あ
り
ま
す
。
南
無
で
あ
り
、
帰
命
で
あ

ま
た
、
研
修
会
修
了
後
は
、
本
年
も
三
隅
の
極
楽
寺
仏

◆
お
年
寄
り
の
な
げ
き

り
ま
す
。

教
壮
年
会
会
員
五
名
と
光
山
寺
仏
教
婦
人
会
役
員
の
皆
さ

「
わ
た
し
た
ち
、
も
う
若
い
人
と
一
緒
の
家
に
は
、
生
き
ら
れ
な
い
の
か
ね
え
」
い
ま
放
映
中
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
大
家
族
」
の
中

本
願
力
に
あ
ひ
ぬ
れ
ば

む
な
し
く
す
ぐ
る
ひ
と
ぞ
な
き

ん
も
参
加
さ
れ
、
約
五
〇
名
の
ご
門
徒
と
賑
々
し
く
忘
年

で
、
こ
ん
な
さ
び
し
く
も
悲
し
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
せ
り
ふ
が
出
て
来
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
今
日
の
家
庭
に
お
け
る
お
年
寄
り
の
嘆

功
徳
の
宝
海
み
ち
み
ち
て

煩
悩
の
濁
水
へ
だ
て
な
し

会
が
庫
裏
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

き
で
す
。
一
方
、
私
の
町
に
も
、
身
寄
り
が
な
く
、
あ
る
い
は
家
族
と
離
れ
て
老
人
ホ
ー
ム
に
暮
ら
す
お
年
寄
り
が
、
年
々
増
え
て

と
「
高
僧
和
讃
」
に
あ
り
ま
す
。

限
り
あ
る
私
が
、
無
限
（
ア
ミ
タ
）
の
世
界
へ
眼
ひ
ら
か
れ
る
の
で
す
。
無
限
の
智
慧
（

■
募
金
箱
報
告
■

い
ま
す
。
時
々
、
社
会
教
育
や
福
祉
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
い
つ
も
感
ず
る
こ
と
は
、
お
年
寄
り
達
の

ち
え
）
無
限
の
慈
悲
に
め
ざ
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
世
界
が
「
ナ
モ
ア
ミ
ダ
ブ
ツ
」
で
あ
り
ま
す
。
無
量
の
智
慧
に
め
ざ
め
て
、

Ｗ
Ｗ
Ｆ
Ｊ
（
世
界
自
然
保
護
基
金
日
本
委
員
会
）
の
募
金
箱
（
焼
香
机
よ
こ
）
に
集
ま
っ
あ
き
ら
め
と
寂
し
さ
が
漂
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

わ
が
身
の
無
智
を
し
り
、
無
量
の
慈
悲
に
め
ざ
め
て
、
自
己
中
心
の
生
き
方
、
我
執
の
強
さ
に
気
づ
く
の
で
す
。

た
募
金
八
、
九
六
一
円
を
十
二
月
二
十
七
日
送
金
い
た
し
ま
し
た
。
沢
山
の
募
金
大
変
に
有

あ
る
調
査
の
集
計
に
よ
り
ま
す
と
、
ホ
ー
ム
の
お
年
寄
り
は
、
長
寿
を
望
ん
で
い
な
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
。「
長
生
き
し
た
い
」
人

◆
人
生
の
確
か
な
智
慧

り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
Ｗ
Ｗ
Ｆ
Ｊ
は
、
東
日
本
大
震
災
前
よ
り
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
未
（

％
）
よ
り
「
し
た
く
な
い
」
人
（

％
）
が
多
く
、
ま
た
「
生
に
執
着
す
る
」
人
（
８
％
）
よ
り
「
し
な
い
」
人
（

体
力
を
失
っ
た
か
ら
、
つ
れ
あ
い
を
失
っ
た
か
ら
、
仕
事
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
か
ら
と
、
老
人
の
三
失
に
悲
し
み
、
長
生
き

２６

６３

４５

来
を
変
え
る
た
め
に
、
環
境
保
全
の
視
点
を
政
策
に
、
現
実
的
・
具

％
）
が
多
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
し
た
。
確
か
に
お
年
寄
り
と
話
し
て
い
ま
す
と
「
も
う
死
ん
で
も
良
い
で
す
よ
」「
子
供
は
も

し
た
く
な
い
、
死
に
た
い
と
、
さ
び
し
い
い
の
ち
を
な
げ
く
人
び
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
私
た
ち
が
、

体
的
な
道
を
描
く
、
政
府
案
に
対
す
る
代
替
案
を
出
す
、
温
室
ガ
ス

う
帰
っ
て
来
な
い
し
、
死
ぬ
な
ら
ホ
ー
ム
で
…
…
」
と
か
「
思
い
残
す
こ
と
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
よ
」
な
ど
、
一
見
、
達
観
し
た
よ

恵
ま
れ
生
か
さ
れ
た
い
の
ち
の
尊
さ
、
ま
た
、
念
仏
の
声
を
、
子
や
孫
に
教
え
伝
え
て
や
る
こ
と
こ
そ
生
き
か
い
で
あ
る
、
と

の
削
減
目
標
を
求
め
る
、
既
成
概
念
を
変
え
て
い
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

う
に
見
え
る
死
生
観
を
耳
に
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
言
葉
の
向
こ
う
に
、
や
り
切
れ
な
い
さ
び
し
さ
、
あ
き
ら
め
が
顔
を
の
ぞ
か

喜
ば
せ
て
い
た
だ
く
世
界
に
転
ぜ
ら
れ
る
の
で
す
。

へ
の
関
心
を
高
め
る
な
ど
の
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

せ
て
い
る
よ
う
で
す
。
長
い
患
い
を
し
た
ら
誰
が
世
話
を
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
、
い
や
誰
も
世
話
し
て
く
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い

私
の
寺
で
は
、
仏
教
壮
年
会
の
方
々
と
、
元
気
な
お
年
寄
り
に
「
孫
を
つ
れ
て
、
ご
本
山
へ
参
拝
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
、

■
初
参
式
の
お
知
ら
せ
■

－
と
い
う
心
情
、
不
安
が
本
音
で
は
な
い
か
と
痛
感
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

実
現
す
る
よ
う
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
そ
ば
で
、
声
た
か
ら
か
に
お
正
信
偈
（
げ
）

親
鸞
聖
人
の
誕
生
月
で
あ
る
五
月
に
は
毎
年
婦
人
会
主
催
に
よ
り
初
参
式
を
実
施
し
て
い

自
殺
し
た
あ
る
老
人
の
遺
書
に
「
こ
の
世
に
は
、
う
ら
ぎ
り
の
愛
し
か
な
い
の
か
。
き
ょ
う
ま
で
、
私
の
こ
と
を
わ
か
っ
て
く
れ

を
唱
和
す
る
お
孫
さ
ん
の
姿
を
想
像
す
る
だ
け
で
も
、
す
ば
ら
し
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

る
。
今
年
も
五
月
十
九
日
（
日
曜
日
）
午
前
九
時
半
よ
り
光
山
寺
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
生
た
人
は
ひ
と
り
も
な
か
っ
た
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、
現
実
に
は
、
こ
の
老
人
一
人
の
悲
嘆
で
は
な
い
よ
う
で
す
。「
あ
な
た
に
と
っ
て
、

高
齢
化
社
会
が
進
む
ほ
ど
に
、
地
域
社
会
に
お
い
て
も
、
老
人
学
級
や
老
人
大
学
な
ど
、
講
座
や
集
会
が
数
多
く
開
催
さ
れ

後
一
年
く
ら
い
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
対
象
と
な
る
が
、
仏
の
子
と
し
て
育
つ
た
め
仏
教
の
ご
一
番
大
事
な
も
の
は
」
の
答
え
と
し
て
、
第
一
に
宗
教
、
第
二
に
家
族
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
う
な
ず
け
ま
す
。

て
い
ま
す
。
健
康
管
理
の
こ
と
、
年
金
の
こ
と
、
老
人
食
の
こ
と
、
史
蹟
旅
行
の
こ
と
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
こ
と
な
ど
が
、
主

縁
に
初
め
て
あ
う
合
同
の
初
参
式
で
す
。
参
加
希
望
の
方
は
お

◆
ま
さ
に
人
生
苦
な
り

な
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
お
年
寄
り
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
有
意
義
な
も
の
に
は
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も

子
さ
ん
の
お
名
前
・
生
年
月
日
等
を
光
山
寺
ま
で
ご
連
絡
く
だ

高
齢
化
が
進
む
ほ
ど
に
、
誰
も
が
通
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
老
病
死
の
不
安
が
強
く
迫
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
人
生
問
題
に

「
人
生
に
お
け
る
確
か
な
智
慧
を
与
え
て
下
さ
い
」
と
さ
け
ば
れ
た
一
老
人
の
声
は
「
い
ま
あ
な
た
に
と
っ
て
、
い
ち
ば
ん
だ

さ
い
。
尚
、
当
日
参
加
で
き
な
い
方
は
個
別
の
初
参
式
や
自
宅

お
け
る
苦
、
つ
ま
り
人
間
と
し
て
生
き
る
こ
と
か
ら
生
起
す
る
経
験
苦
も
あ
り
ま
し
ょ
う
し
、
生
死
の
問
題
の
苦
、
す
な
わ
ち
生
き

い
じ
な
も
の
は
…
…
」
の
問
い
に
対
す
る
回
答
で
あ
り
、
そ
れ
は
後
生
（
ご
し
ょ
う
）
の
一
大
事
で
あ
る
と
教
え
ら
れ
て
い
る

で
の
初
参
式
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
で
、
是
非
お
申
し
出
く
だ

る
こ
と
自
体
が
苦
で
あ
る
と
い
う
本
質
苦
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
ま
さ
に
「
人
生
苦
な
り
」
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
苦
を
ど
う
越
え
る
か
、

の
で
あ
り
ま
す
。

さ
い
。

あ
る
い
は
苦
の
壁
に
絶
望
し
む
な
し
く
す
ぎ
て
い
く
の
か
、
二
つ
の
道
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
六
時
十
分

（第４８号） 光山寺新聞 ２０１３年（平成２５年）１月１日（火曜日）


